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今週のキーワード

レアアース代替
サプライチェーン再編と新材料開発が加速

16
件

記事数

8
カ国/地域

対象国数

1.15
ZT値

熱電性能

399
億ドル

SMA市場

今週の全16記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 AIと自律ラボが加速 技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
AIと自律型ラボが材料開発を劇的に加速し、気候変動
対策向け次世代機能性材料の市場投入を早める。

#02 超撥水オルモシル 学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

コンクリートに21ヶ月持続する超撥水性オルモシルゾ
ルコーティングが開発され、構造物の寿命延長とメン
テナンスコスト削減に貢献。

#03 SMA創傷閉鎖 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

中国陸軍医科大学が形状記憶合金メタマテリアル製で
6方向伸縮・スマホ制御可能なプログラム式創傷閉鎖
デバイスを開発。

#04 衝撃で硬化メタ材 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○

米の特異な圧縮応答性を利用し、衝撃で瞬時に硬化す
るスマート粒状メタマテリアルが開発され、保護具や
ソフトロボットに応用期待。

#05 フッ素フリー撥水 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●

熱と光のデュアル硬化技術により、9.8kPa負荷下66
m摩耗後も超撥水を維持する耐久性の高いフッ素フリ
ーポリマーコーティングが日本で開発された。

#06 SMA市場予測(1) 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

形状記憶合金市場は低侵襲医療機器での採用拡大に牽
引され、2035年までに356.2億ドルへ成長すると予測
。

#07 AI材料設計解明 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

東京理科大がAIの材料特性予測メカニズムを解明する
手法を開発、結晶構造と光学スペクトルの関係抽出で
新材料設計を効率化。

#08 レアアースフリー磁石 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

レアアースフリー磁石開発が加速し、Niron Magnetic
sは2028年までに1,500トン生産目標。中国依存から
の脱却へ向け、日本企業も貢献。

#09 Infineonメモリ信頼性 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Infineonが組み込みメモリの信頼性向上と次世代半導
体材料技術の重要性を強調、車載・IoTデバイス向け
にRRAMやPCMの採用を提唱。

#10 北米材料市場牽引 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
機能性先端材料市場は北米が牽引し、ヘルスケア関連
材料と研究機関の集積が成長ドライバー。

#11 EU材料助成金 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

EUが先進材料分野に助成金プログラムを提供し、再生
炭素繊維活用と次世代リチウムイオン電池（半固体・
全固体）のスケーリングアップを支援。

#12 SMA市場予測(2) 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

形状記憶合金市場は医療・航空宇宙・自動車産業の需
要増により、2033年までに399億ドルに成長すると予
測。

#13 SMA市場予測(3) 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

形状記憶合金市場は医療機器採用拡大と航空宇宙・防
衛産業での需要増により、2034年までに291.3億ドル
へ成長予測。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14 材料VC投資動向 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

先進材料セクターへのVC投資が過去10年で103億ド
ル超え、リスク軽減された製造プロセスと量産化への
明確な道筋が投資の鍵。

#15 USAレアアースSC 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

USA Rare Earthが35億ドル調達し、国内「鉱山から
磁石まで」のレアアースサプライチェーン構築を加速
、2028年商業生産目標。

#16 熱電発電ZT1.15 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

Ag2Seベースのフレキシブル熱電発電機が室温でZT値
1.15を達成し、ウェアラブル機器への実用化に道を開
く。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ レアアース調達リスク、自社は大丈夫か？
中国の輸出規制強化と米国の国内サプライチェーン構築加速（#08, #15）は、レアアース市場の地政学リスクを増大さ
せています。日本の製造業は、安定調達とコスト競争力維持のため、レアアースフリー磁石技術や代替サプライチェーン
への対応を急ぐ必要があります。現在の調達戦略は、この変化に対応できていますか？

❷ PFAS代替材料、環境規制対応は進んでいるか？
PFAS規制が世界的に強化される中、日本発のデュアル硬化フッ素フリー超撥水コーティング（#05）のような高性能代替
材料が登場しています。自社の製品ポートフォリオにおいて、フッ素系材料の使用状況を再評価し、環境規制への対応と
市場競争力強化のための代替材料導入計画は具体的に進んでいますか？

❸ AI材料開発、競争優位性を確立できるか？
AIと自律型ラボ（#01）が材料開発を劇的に加速し、東京理科大はAIの予測メカニズム解明（#07）で新材料設計を効率
化しています。このパラダイムシフトに対し、自社のR&D;部門はAI導入戦略を具体化し、開発リードタイム短縮とコス
ト削減、そして新たな競争優位性確立のための具体的なアクションプランを持っていますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

磁石SC再編PFAS代替 熱電発電 AI材料開発

SMA医療

EU材料投資

材料VC動向

半導体材

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 磁石SC再編 注意 中国依存脱却、安定調達 新SCへの対応、技術競争

● PFAS代替 機会大 環境対応製品、市場拡大 既存製品の陳腐化

● 熱電発電 機会大 新市場創出、製品差別化 技術キャッチアップ

● AI材料開発 注意 開発加速、コスト削減 開発手法変革、人材不足

● SMA医療 機会大 医療機器の高機能化 競争激化

● EU材料投資 注意 EU市場参入、連携 欧州競争力強化

● 材料VC動向 参考 投資誘致のヒント —
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● 半導体材 脅威大 — 技術要求高度化
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深掘り ① ― PFAS代替：耐久性フッ素フリー撥水
#05 | 2026/06/11 | PubMed | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●●

日本で開発された熱と光のデュアル硬化技術を用いたフッ素フリーポリマーコーティングは、9.8kPa負荷下で66m摩
耗後も超撥水性を維持する画期的な耐久性を示しました。このデュアルネットワーク構造がマイクロ/ナノフィラーを強
固に固定し、広範囲の化学薬品や熱にも高い耐性を持つため、PFAS規制が強化される中、フッ素系材料の代替として
大きな期待が寄せられています。

従来のフッ素フリー超撥水コーティングが抱える機械的脆弱性の問題を解決し、環境負荷の低い高性能材料として、自
動車、建材、電子機器、繊維製品など多岐にわたる産業分野での応用が期待されます。コスト削減と大規模生産技術の
確立が今後の課題です。

▶ 技術者の視点

【数値妥当性】9.8kPa負荷下66m摩耗後も超撥水維持は非常に優れた耐久性であり、実用環境での耐久
性評価として信頼性が高い。ただし、実際の製品寿命を保証するには、UV、温度サイクル、化学物質複
合暴露など多様な環境での長期評価が不可欠だ。【未解決課題】大規模生産におけるコスト効率、均一
なコーティング膜厚制御、複雑な形状への適用性、特定の基材への密着性、再コーティング・剥離の容
易さなどが実用化に向けた課題となる。【機会】日本の塗料・化学メーカーはPFAS規制強化の追い風を
受け、この技術を基盤に環境配慮型高性能コーティング市場で優位に立てる。幅広い分野でフッ素系材
料の代替需要を取り込めるだろう。【脅威】海外競合も同様の研究を進めており、市場投入のスピード
とコスト競争力が鍵。技術のライセンス供与や共同開発の機会を逃すと、市場シェアを失う可能性があ
る。【アクション】R&D;部門は量産化技術とコストダウン、多様な基材への適用性評価を加速すべきだ
。経営企画部門はPFAS代替市場の動向を注視し、戦略的パートナーシップを検討すること。

深掘り ② ― レアアース代替：磁石SC再編の動き
#08 | 2026/06/12 | TrendForce | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

中国のレアアース輸出規制強化を受け、レアアースフリー磁石の開発と代替サプライチェーン構築が世界的に加速して
います。Niron Magneticsは鉄と窒素からレアアースフリー磁石を製造し、2028年までに年間1,500トン生産を目指し
ており、年内には欧州メーカーのハイエンドスピーカーで商用展開予定です。ZF
Friedrichshafenは磁石不要のEVモーターを数年内に量産化、日本のDaido
Steelは軽希土類のみを使用しホンダのHVモーターに採用される高性能永久磁石を開発しました。

これらの動きは、特定の国への依存度を低減し、サプライチェーンの多様化を促進する上で極めて重要です。EV化の加
速により磁石需要が増加する中、レアアースフリー技術は地政学リスクの回避と持続可能な材料調達に貢献します。
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▶ 技術者の視点

【数値妥当性】Niron
Magneticsの2028年1,500トン生産目標は具体的で、年内商用展開は実用化が近いことを示す。Daido 
Steelの軽希土類磁石のホンダ採用は実績として信頼性が高い。【未解決課題】レアアースフリー磁石の
性能が、特に高温特性や保磁力において、既存の高性能ネオジム磁石に完全に匹敵するかどうか。EVモ
ーターなど高出力・高効率が求められる用途での長期信頼性の検証が重要だ。【機会】日本の自動車・
電機メーカーは、中国依存からの脱却によりサプライチェーンの安定化とコストリスク低減が可能。Dai
do Steelのような日本企業が既に実用化している技術をさらに発展させ、グローバル市場での競争優位
性を確立できる。【脅威】レアアースフリー技術の進展が遅れると、中国の輸出規制強化により生産コ
スト増大や供給途絶のリスクに直面する。海外競合が先行して高性能レアアースフリー磁石を量産化し
た場合、日本の産業競争力が低下する可能性もある。【アクション】調達部門はレアアースフリー磁石
のサプライヤー評価と調達戦略の見直しを。R&D;部門は既存製品のレアアース使用量削減技術と、レア
アースフリー磁石の性能評価・応用研究を強化すべきだ。
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深掘り ③ ― ウェアラブル電源：ZT値1.15熱電発電
#16 | 2026/06/19 | Energy & Environmental Science (RSC Publishing) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

Ag2Seベースの超高性能フレキシブル熱電発電機が開発され、室温に近い300K（約27℃）で記録的なZT値1.15を達成
しました。約9.09 μW m⁻¹ K⁻²という極めて高い正規化電力密度を示し、LEDライト、腕時計、スマートフォンなどの
携帯型電子機器に給電できる能力を有します。これは、低温度差環境での高効率発電を実現し、ウェアラブル電子機器
への実用化の道を大きく開くものです。

この研究は、熱電材料の研究室レベルのブレークスルーとウェアラブルエネルギーハーベスティングにおける産業応用
との間のギャップを効果的に縮めるものです。バッテリーフリーのウェアラブルデバイスやIoTセンサーの普及に貢献
する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

【数値妥当性】室温300KでZT値1.15は非常に高い数値であり、学術的ブレークスルーとして信頼性が
高い。正規化電力密度9.09 μW m⁻¹ K⁻²も実用化に向けた重要な指標だ。LED点灯、腕時計駆動、スマ
ホ充電可能という実証は具体的で、実用性の高さを示している。【未解決課題】大規模生産技術の確立
、材料コストの低減、長期的な耐久性（特に曲げやねじれに対する機械的安定性）、異なる温度勾配環
境での性能安定性が課題だ。生体適合性や安全性もウェアラブル用途では重要となる。【機会】日本の
電子部品メーカー、材料メーカーは、ウェアラブルデバイス、IoTセンサー、医療機器向けにバッテリ
ーフリーの新しい電源ソリューションを提供できる。エネルギーハーベスティング市場での新たなビジ
ネスチャンスを創出するだろう。【脅威】海外の研究機関やスタートアップも熱電発電技術の開発を加
速しており、早期の市場投入と技術標準化への貢献が求められる。技術のキャッチアップが遅れると、
この有望な市場での競争力を失う可能性がある。【アクション】R&D;部門はAg2Se材料の量産化技術
と、フレキシブルデバイスとしての耐久性・信頼性評価を推進すべきだ。新製品企画部門はウェアラブ
ル、IoT、医療分野の顧客と連携し、具体的な応用製品の共同開発を検討すること。

その他の注目記事
東京理科大、AIが材料特性を予測するメカニズムを解明：結晶構造と光学スペクトルの関係抽出で新材料設計の効率化に貢献 (Institute of Science Tokyo)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

AIのブラックボックス問題を解決し、材料科学者がAI予測の根拠を理解できる「解釈可能なAI」は、新材料開発の効率
を大幅に向上させる可能性を秘める。日本発の研究として注目。

USA Rare Earth、35億ドル調達で国内「鉱山から磁石まで」サプライチェーン構築を加速：2028年商業生産目標 (The Motley Fool)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

米国がレアアースの国内サプライチェーン構築に巨額投資。2028年の商業生産目標は、世界のレアアース市場の地政
学的バランスを大きく変え、日本の調達戦略にも影響を与えるだろう。

AIと自律型ラボが材料イノベーションを加速、気候危機対策に画期的な貢献 (The World Economic Forum)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

AIとロボットを組み合わせた「自律型ラボ」は、材料開発のリードタイムを劇的に短縮する。気候変動対策に不可欠な
次世代材料開発において、この開発手法の導入は必須となるだろう。

中国陸軍医科大学、形状記憶合金メタマテリアルで6方向に伸縮可能なプログラム式創傷閉鎖デバイスを開発 (EurekAlert!)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

形状記憶合金メタマテリアルとスマホ制御を組み合わせた多軸伸縮創傷閉鎖デバイスは、複雑な傷の治癒を加速し、医
療分野に革命をもたらす可能性を秘める高新規性技術。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】レアアース磁石のサプライチェーンリスク評価を実施し、代替調達先の情報収集を開始する。

• 【R&D;】PFASフリー超撥水コーティングの最新論文（#05）を精読し、自社技術との比較分析に着手する。

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画】AIと自律型ラボによる材料開発（#01,
#07）に関する社内ワークショップを開催し、R&D;戦略への導入可能性を検討する。

• 【半導体PKG】組み込みメモリの信頼性向上（#09）に向けた次世代不揮発メモリ材料の動向を調査し、サプラ
イヤーとの情報交換を開始する。

• 【EV設計】レアアースフリー磁石（#08）の性能とコストに関する最新情報を収集し、次期EVモーター設計へ
の影響を評価する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】フレキシブル熱電発電機（#16）の要素技術（Ag2Se材料、フレキシブル基板）に関する基礎研究、
または外部連携による共同開発を検討する。

• 【新製品企画】形状記憶合金（SMA）の医療応用（#03, #06, #12,
#13）における新たなビジネス機会を探索し、医療機器メーカーとの協業可能性を模索する。

• 【経営企画】EUの先進材料助成金プログラム（#11）の動向を継続的に監視し、欧州市場への参入や共同研究
の機会を検討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-20
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AIと自律型ラボが材料イノベーションを加速、気候危機対
策に画期的な貢献

概要

ワールド・エコノミック・フォーラムの報告書によると、人工知能（AI）と「自律型
ラボ」が、特に気候危機への対応において、材料の発見と開発を劇的に加速していま
す。これらの閉ループシステムは、AIが新たな材料候補を提案し、自動化された実験

システムがそれを検証するというサイクルを高速で実行します。これにより、従来の
材料研究手法と比較して、はるかに迅速な材料合成と特性評価が可能となります。こ
の技術革新は、持続可能なエネルギーや排出量削減に不可欠な次世代機能性材料の市

場投入を早める上で極めて重要です。

公開日 2026年06月11日  The World Economic Forum  スイス



詳細

主要成果

人工知能（AI）と自律型ラボの統合は、気候変動対策に不可欠な機能性材料の発見速度
を飛躍的に高めています。この新しいアプローチは、AIが潜在的な材料候補を提案し、
ロボットがそれらを自動的に合成・試験する「閉ループシステム」を構築することで、
材料開発のボトルネックを解消します。これにより、通常数ヶ月から数年かかる新材料
開発プロセスを劇的に短縮することが期待されています。

技術詳細

この革新的なアプローチの中核は、計算科学、機械学習、ロボット工学を組み合わせた
自律型ラボシステムにあります。AIは、特定の目標性能を満たす材料の化学組成や構造
を予測し、その予測に基づいてロボットが実験を自動実行します。実験結果はリアルタ
イムでAIにフィードバックされ、AIは学習を深めながら次の最適化された材料候補を提
案します。この連続的なフィードバックループにより、人間による介入を最小限に抑え
つつ、材料合成の効率と精度を最大化できます。

背景・業界文脈

従来の材料発見プロセスは、試行錯誤に基づく労働集約的で時間のかかるものでした。
しかし、気候危機が深刻化する中で、温室効果ガス排出量削減、再生可能エネルギー貯
蔵、炭素回収などの分野で高性能な材料が喫緊に求められています。AIと自律型ラボ
は、この要求に応えるための有力なソリューションとして浮上しており、既に
『Nature』誌に掲載された研究でその有効性が示されています。Phenoのような企業
は、このような高スループット実験とAIを統合したプラットフォームを開発し、材料科
学のパラダイムシフトを推進しています。



今後の展望

AIと自律型ラボの導入は、新材料開発のリードタイムを大幅に短縮し、開発コストを削
減する可能性を秘めています。これは、太陽電池の効率向上、高性能バッテリーの開
発、軽量かつ耐久性の高い構造材料の創出など、多岐にわたる分野でイノベーションを
加速させるでしょう。将来的には、この技術が気候変動問題解決に向けた持続可能な社
会の実現に不可欠な要素となり、産業界全体に大きな経済的、社会的インパクトをもた
らすと期待されています。

元記事: https://www.weforum.org/stories/2026/06/the-next-climate-breakthrough-may-come-from-

materials-too-small-to-see/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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リトアニアのコンクリート記念碑で21ヶ月持続、超撥水性
オルモシルゾルコーティング開発

概要

研究者らは、コンクリートの細孔に浸透しセメントマトリックスと化学結合する、耐
久性の高い超撥水性オルモシルベースのゾルコーティングを開発しました。リトアニ
アのコンクリート記念碑での21ヶ月にわたる現場検証では、静的接触角160°、滑落角

5°未満という超撥水性能が持続的に維持されることが確認されました。この新技術
は、水や腐食性液体、広範囲のpHの流体に対する優れた撥水性を提供し、コンクリー
ト構造物の寿命とメンテナンスコストを大幅に改善する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月19日  European Coatings  ドイツ



詳細

研究者たちは、コンクリート構造物の耐久性を劇的に向上させる、超撥水性のオルモシ
ルベースのゾルコーティングを開発し、リトアニアのコンクリート記念碑での21ヶ月に
わたる現場検証でその卓越した性能を実証しました。この画期的なコーティングは、静
的接触角160°、滑落角5°未満という優れた超撥水性を実現し、従来のコーティング技術
と比較して長期間にわたる効果の持続性を示しています。

技術・臨床詳細

開発されたオルモシルゾルは、コンクリートの微細な細孔深くまで浸透し、セメント
マトリックスと強固な化学結合を形成することで、並外れた耐久性を発揮します。こ
れにより、表面の摩耗や剥離に対する耐性が向上し、外部環境からの劣化要因を効果
的に遮断します。

コーティングは、水だけでなく、広範囲のpHにわたる腐食性液体に対しても優れた
撥水性を提供します。これは、酸性雨、アルカリ性汚染物質、その他の化学的攻撃か
らコンクリートを保護し、構造物の完全性を維持するために極めて重要です。

リトアニアの記念碑での長期実証試験は、実際の気象条件下での性能を評価する上で
重要なデータを提供しました。21ヶ月後も初期の超撥水性が維持されていること
は、過酷な環境下での実用性と信頼性の高さを裏付けています。

背景・業界文脈

コンクリートは世界で最も広く使用されている建設材料の一つですが、その耐久性は水
分の浸透、凍結融解サイクル、化学的腐食によって損なわれることが大きな課題でし
た。これにより、インフラ構造物の寿命が短縮され、高額な修理・メンテナンス費用が
発生しています。既存の撥水性コーティングは、その多くが短命であるか、特定の環境
条件下で性能が低下するという問題がありました。



今後の展望

このオルモシルゾルコーティング技術は、建築、橋梁、トンネル、水処理施設など、
様々なコンクリート構造物の保護に応用されることで、その寿命を大幅に延長し、メン
テナンスコストを削減する可能性があります。特に、歴史的建造物の保存や、インフラ
老朽化が進行する地域において、持続可能で経済的なソリューションとして大きな期待
が寄せられています。研究チームは、さらなる最適化と大規模生産技術の開発を通じ
て、この革新的な材料の実用化を加速させることを目指しています。

元記事: https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/reactive-sol-creates-durable-

superhydrophobic-concrete-coating/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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